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研究成果の概要（和文）：本特定領域が設定されるまで、日本には「技術革新の個々の研究」は

あっても、日本の技術革新経験の「蓄積」「分析」「成果の社会還元（知識基盤化）」という総合

的なシステムのもとで捉えた研究は行われてこなかった。本研究は、これらを有機的な結びつ

きのもとに一体として研究を進めたことにおいて、従来は個別の技術分野でしか明らかではな

かった日本固有の技術革新の特徴を総合的に明らかにしたことにある。この成果は、日本の将

来の技術革新を行うに当たっての重要な知識となるばかりではなく、今後の世界の技術革新の

在り方にも日本の過去の経験を提供が可能となった初めての成果である。 
 
研究成果の概要（英文）：This research project might be first conclusion of the 
synthetically systems of “Collection”, “Analysis”, and “Social reduction of results 
(Basic knowledge foundation” of the Technological Innovation of Japan. This study makes 
clear the character of Japanese Innovation on the whole system, though there is part study 
of the technological innovation in Japan before this project. This result is not only 
the important knowledge for the future Japanese technological development, but also play 
the great roll of the knowledge of Japanese experiences for the world development of the 
industry. 
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研究分野： 
科研費の分科・細目： 
キーワード：技術革新、知識基盤化、経験蓄積、重要科学技術史資料、技術革新の構造、 
      学会との連携、放送大学、オーラルヒストリー 
 
１．研究開始当初の背景 
 20 世紀に我が国は膨大な技術革新を達成

してきた。科学･技術･社会･文化が相互に関
連して進展した「日本の技術革新」は、今後



我が国の更なる技術開発･技術革新に役立つ
膨大な知識の宝庫である。また、工業化を達
成しようとする発展途上国においても、日本
の技術革新の経験はきわめて有益な情報を
提供することができる。 
 一方、20 世紀から 21 世紀にかけ、我が国
では産業構造の急激な変化、終身雇用制の崩
壊、生産拠点の海外移転、戦後技術革新を支
えた技術者の高齢化などの諸要因が重なり、
「20 世紀の技術革新についての情報」は急速
に失われつつある。このような放置され、ま
た、消滅しつつある経験やそれを記した資料
や製品などの日本の貴重な知的資源に注目、
今のうちに経験を蓄積し、役立つ知識として
知識の基盤を形成する必要がある。 
 本領域では、20 世紀の日本が行なった技術
革新を総合的･体系的に捉え、得られた情報
等を将来の更なる技術革新に役立つ「知識基
盤」として整備し体系化を行なう。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、20 世紀に行なわれた日本
の技術革新を計画的に収集し、その内容を多
面的に調査分析することによって、将来の技
術革新に役立つ「知識基盤」として整備する
ため、総合的・学際的な研究を展開すること
にある。 
 本研究の最大の特徴は、日本の技術革新経
験を体系的に捉え知識基盤化していること
である。また、日本の技術革新経験を後世に
残すための仕組みを確立する。加えて、これ
まで人文科学的な領域で捉えられていた日
本の技術革新を実際の技術革新を担ってき
た理工系の研究者が中心となって理工的な
手法で捉えようとしている点にある。本一連
の研究によって、研究の基盤となる日本の技
術革新の経験を体系的に蓄積整備すること
ができるようになり、また、様々な研究的な
取り組みを通して、この経験を将来の継続的
な技術革新に繋ぐ方法について実証的な成
果を出すことが期待できる。 
 
３．研究の方法 
 本研究は 20 世紀の日本で行なわれた膨大
な技術革新の経験を「集積」し、「整理」し、
「知識基盤化」するという一連のシステムか
らなり、 
(1)日本の知的資産としての「技術革新に関

する資料の集積」 
(2)20 世紀日本の「技術革新の分析」 
(3)新たな技術革新に役立つ知識として「技

術革新の知識の基盤化」 
の 3つの柱によって構成されている。 

(1)では、「20 世紀の技術革新に関する知的
資産の収集」を国立科学博物館の収集した資
料をベースに「文献」、「聞き取り」などの資
料収集を計画的に行い、基本的な資料を提供

する。 
(2)では、具体的な技術分野での「個々の

技術発達の状況」の調査研究、「20 世紀の技
術革新の構造分析」についての調査研究を行
い、これらを縦糸と横糸にして日本の技術革
新の体系化を図る。 
(3)において総括班は(1)(2)の成果を把握

し全体の調整を行い、将来の技術革新に役立
つ具体的な知識として「知識基盤化」を図り、
科学博物館においてその成果を発信する。 

図 1 領域の基本的な考え方 

 

 また、本領域は、計画研究 8課題を軸とし、
この計画研究の代表者によって総括班が構
成される。さらに、2年間の研究期間を有す
る公募研究を平成 18 年度から 18 課題、平成
20 年度から 15 課題の計 33 課題を採択し、計
画研究とともに研究を推進している。これら
の成果を整理し、有機的に繋げ、「日本の技
術革新の体系化」に向けて取り組みを行う。 
 総括班による会議は頻繁に開催され、「集
積」・「分析」・「知識基盤化」相互の連携につ
いて協議している。これらの関連を下図に示
す。例を挙げると、「集積」における計画研
究･公募研究は実証性を重んじており、「系統
化研究」・「オーラル」などの成果が「分析」
に反映される。「分析」においては、領域内
の研究のみではなく、論文の投稿を伴った研
究発表会などを開催している。「集積」・「知
識基盤化」は、連携してデジタル･アーカイ
ブのツール開発などの研究を行なっている。 

図 2 連携状況のイメージ 

 
４．研究成果 
 本研究の大きな成果としては、①これまで、
為されなかった「日本の技術革新の体系化」



を推進したこと。②我が国では初めての「（技
術革新を含む）技術史研究」に関しての理工
学学会の連携体制の確立を行なったこと。③
今まで日本には無かった技術革新に関する
資料の収集から公開までのナショナル･シス
テムを構築したこと。以上の 3点が挙げられ
る。 
 次に、各分野における主要な成果を以下に
挙げる。 
 
(1)技術革新の分析と知識基盤化 
① 放送大学での講座開講：平成 19 年度に総

括班が中心となり、日本の技術革新につい
ての分析結果を一般に分かるようにする
ために、放送大学での「日本の技術革新」
講座を開講し、教科書作りを行った。本書
の内容は領域の成果を中間的に纏めた。 

② シンポジウム・研究発表会の開催：日本の
技術革新についての分野横断的な研究発
表の場が無いことから、これまで自由投稿
による研究発表会を5回開催した。総数124
編の多岐にわたる分野の論文発表が為さ
れた。また、海外から研究者を招聘し国際
シンポジウムを 4回開催、日米の技術史研
究を行なった。 

③ 日本の技術革新大系の作成：最終的な報告
書として「日本の技術革新大系」を纏め、
これまでの蓄積と成果を明瞭な形に収斂
させ体系化を図った。実際の技術革新を担
ってきた、理工系の研究者が中心となって、
「日本の技術革新」を纏め上げたものとし
ては、この大系が日本で初めてのものであ
ろう。 

 
(2)資料の集積 
① 技術の系統化調査：現在までに 57 分野に

おける技術の系統化調査を達成した。この
成果によって、戦後日本の産業技術分野の
技術発達過程はほぼ明らかになった。今後
はまだ手をつけていない英訳に力を入れ
て海外への発信もしていきたいと考えて
いる。 

② オーラルヒストリー(聞き取り調査)：技術
革新に顕著な貢献のあった科学者･技術者
60 名にインタビューを行い、他の文献資料
からは得ることができない極めて貴重な
無形の遺産を集積することができた。また、
理工系におけるオーラルヒストリーの手
法を確立した。 

③ 企業内資料・産業技術史資料：企業内資料
について設計図等 10,000 件、カタログ等
400 冊のデジタル画像化を行った。産業技
術史資料の所在調査の結果 15,000 件等を
取り入れたこのような集積成果は、日本の
技術革新の貴重な基礎資料となる。 

④ 重要科学技術史資料の選定：前述の技術の
系統化調査と産業技術史資料調査によっ

て、技術の歴史を象徴する資料の中でも特
に重要で次世代に継承していく必要があ
るものが明確になってきた。そこで、2008
年度より、国立科学博物館では「重要科学
技術史資料」(愛称：未来技術遺産)を選定
し、資料保存の呼びかけを行っている。現
在は 45 件を登録しており、今後も継続し
て実施していく予定である。 

 
(3)研究分野への貢献 
① 理工系学会との連携：電気･情報処理･機

械･科学･土木･建築の理工系主要学会との
技術史研究を軸とした連携体制を構築し
た。これにより、本特定領域が中心になっ
て、各学会が一堂に会したディスカッショ
ンの場が設けられ、技術史研究などの情報
交換ができるようになった。 
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